
会 議 録 

会 議 名 日 時 場 所 記録者名 

令和４年度 第４回まちづくり推進部会 2023.3.17（金） 早稲田公民館 事務局 

出 席 者  １９名 

 

資 料 

・レジュメ、各ネットワーク 会議録 

 

記 録 

１．まちづくり推進部部長より 

今年度はコロナの影響もあったが、皆さんのご協力により順調に終わりました。 

来年度も会議が順調に行われることを願っています。 

 

２．各ネットより 

※各ネットワーク 会議録より報告。詳しくは各ネット会議録を参照。 

子ども 

・子どもの居場所づくりについて中心に行った。 

・校庭開放は月 1 回、50 名程度の参加があり、校庭開放実施時の見守りをメルポ

コで募集しているが、同じ人 1 名だけなので効率的ではない。 

・公民館の開放について意見交換を行った。 

 公民館の開放についてアンケートを取ったことがないので、取ってみてもよい

のではという意見もあった。 

防災 

・各家庭で災害への備えを進めるための地域活動として、「災害が身に迫っていな

い」について、意見を出してもらった。 

・熊本地震を体験されている方が防災ネットの中におられたので、話してもらった

ら、皆さんが真剣に聞かれた。 

【会議録の訂正】来年度 5 年生がジュニア防災リーダーとして活動する。 

 ・今年度中に話をすることが出来なかったため、現時点で活動すると断言は出来

ない。活動するように動くつもりではいる。 

ねっとパト 

・一年間の感想を聞いた。参加したけどよく解らなかったという意見があった。 

・通学路を安全マップや防災マップに記してはどうかという意見があった。 

⇒小学校が防災マップに通学路を記した。来年度から配布する。 

⇒安全マップの更新時に通学路を記載するようにする。 

 表面が安全マップ、裏面が防災マップとなるものを作成してもいいのでは。 

クリーン 

・冬季町内一斉清掃について、意見を出してもらった。 

「高齢者いきいき活動ポイント手帳」を若い人が知らなかったので説明した。 

・来年度は、今まで行っていたポスターの件を公衛協へ働きかけをしたい。 

・年度初めにネットメンバーに配布する名簿について 

⇒来年度から、前年度各ネット代表に 1 枚配付する。第 1 回連絡会で当年度代

表に引き継ぐ。第 1 回連絡会で配布するのは、全体表のみで名簿なし。 

じょうほう 

・「みんなの掲示板」について意見交換を行った。 

・掲示板が出来ることで新しい情報のやり取りが出来る。 

・アナログでやりとりが出来るから面白いという意見もあるが、管理が大変ではな

いかという意見もあった。 



・公民館に設置するのがよいが、掲示板の設置規則に従うと現時点では設置出来な

い。新しいまちづくりによって規則が変更になれば、設置可能になるかも。 

・公民館の設置がダメなら、他の所なども検討する。 

わが町 

・子どもの遊び場、居場所づくりを重点的に行っている。 

遊び場は必要、校庭以外へも広げるということで公民館が候補となった。 

・見守りの負担が大変なので、雨なら公民館、晴れならグラウンドでもいいのでは

ないのか。 

・子どもネットで出た宿題するとか内容については保留しておき、スペースを確保

するのが先、中身については話が進むなかで協議したらいい。 

 

【意見】 

・女学院大学ボランティアの人に聞いたら、時間があれば来たいと言われた。 

 声かけをすれば、見守りもしてもらえるかもしれない。 

 話が具体的になれば、社会連携センターに相談してもいいと思う。 

・校庭開放が立ち上がった時に女学院がお手伝いに来たが、学生が参加したことに

対しての報告を纏めるのが難しい内容だったらしく 1 回のみとなった。子ども

ネットや子ども達がどうゆうことをして遊ぶかを考えて、学生がどのように関

わるかを相談したほうがいい。 

シルバー 

・以前より話をしている、検討していただきたいこと 3 つ。 

 今回特別参加された牛田包括センターの方からの情報もあった。 

 ⇒社協役員会で検討していただきたいことを報告している。 

 

３．事務局より 

 ・各ネットからの活動報告はすべて揃ったので、社協事務局へ報告する。 

 ・来年度の各ネットワーク組織の人員配備は、次第記載の【今後の予定】のとおり。 

   第 1 回まちづくり推進部会は 6 月中旬～下旬予定。それまでに各ネット連絡会を開催。 

   第 1 回各ネット連絡会では代表・副代表・事務局を決定し、メンバーが変わる場合はグル

ープ Line へ招待し入れ替わる。 

 

４．その他 

＜早稲田学区の新たな協力体制について＞ 

 ・昨年に 2 月、広島市が「地域コミュニティ活性化ビジョン」を策定。 

 ・新たな協力体制とは、社協や連合町内会を束ねる組織を作る。 

早稲田がモデルとなっており、全市に広げるように市が動いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【今までと何が変わる？】 

①行政に対して地域課題に関する情報提供や提言を行う。 

②組織運営経費や課題の解決に向けた補助金を受けることが出来る。 

③令和 6 年度以降、各団体に交付されていた補助金が上乗せされ、新たな協力体制に一括

交付される。 

④新たな協力体制に連携する各団体は、今まで通りの活動を行う。 

⑤活動内容を強制されたり、地域に直接行政監査が入ることはない。 

⑥早稲田社協と市（区）社協との関係性は変わらない。 

 

  ・広島市から補助金を受けるにあたり、認定申請が必要になる。 

   現在の社協規約が認定申請な条件を満たしていないため、3 月 23 日に臨時総会を行う。 

   連携する各団体の事業計画、予算書も認定申請に必要な書類として提出する。 

 

 

  ＜代表決めについて＞ 

  ・子どもネットは、暗黙の了解で PTA になっているが、継続したほうがいいのか。 

⇒誰がなってもいい。くじで決めてもいい。 

一覧表を見て、事前に打診しておく。 

PTA の人が役をやってもらえれば、会議に出席してまちづくりのことも知ってもらえ

るいい機会でもある。 

何年も同じ人でないほうがいいと思う。新しい人でもいいと思う。 

執行部会でネットの担当者を決める時に前任者が内容をきちんと話をしていれば、参加

する時に不安感や不満がないと思う。 

子どものことに関しては、PTA のほうが話は進むと思う。 

 

 

  ＜第 3 回まちづくり推進部会を見学したスタディツアー参加者の感想＞ 

   ・色んな意見が出る会議は、凄いと言われた。 

   ・早稲田では 1 つのことに対して次から次へと意見が出るのは普通だけど、意見が飛び交

う地域はない。 

   ・他の地域は高齢者が参加しているが黙っている会議ばかり。 

 

 

  ＜各団体からのメンバー選出について＞ 

   ・来られない方が選出されている。 

    ⇒各団体へは、前年度の出欠状況を添付したうえ、出られていない方を選出しないよう

に配慮して欲しいという文面を記載している。 

 

 

＜児童館について＞ 

・今年度、調査設計が終わっている。 

・令和 5 年夏、東校舎を改修して児童館になる。安児童館に似たようなもの。 

・令和 6 年 5 月、児童館が開館する。 

 


